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組織的・機能的な学年経営が行われるように、学年
主任等の職務遂行に専門的知識・技能の習得を図るこ
とを目的としています。主な対象者は、学年主任１、
２年目の教諭ですが、希望があれば３年目以降の教諭
も参加することができます。
５月２２日（水）第１回では、「学校における学年主
任の役割」というテーマで、川越市立教育センター講
師の猪鼻幸正先生から、学年主任としての業務の大切
なポイントや法的根拠を持って仕事をすることの重要さを学ぶことができま
した。７月２６日（金）第２回では、「保護者の相談、課題・問題への対応」
というテーマで市進ホールディングスの講師からご講義いただき、具体的な事
例をもとに保護者対応力を強化するためのポイント等について考えることが
できました。

６月１２日（水）と１４日（金）に「保護者と共

に考える情報モラル研修会」が行われました。各学

校の保護者も参加して、情報モラルに関する今日的

な課題解決に向けて共通理解を図ることができまし

た。

「ネット犯罪に巻き込まれないために」というテ

ーマで埼玉県川越警察署の講師にご講義をいただき、

その後教員と保護者でのグループ協議を行いました。

参加者からは、「教員と保護者が直接話をすること

ができた。」「学校では話せないような内容・家庭で

の生の声を聞くことができ大変良かった。」など、普

段の懇談会や面談では話せないようなことも話すこ

とができました。

２つのテーマで講義・演習が行われました。

「ストレスマネジメント」では、教育セン

ター分室リベーラの臨床心理士から、メンタル

ヘルスに関する現状の話やストレスや、自己理

解とセルフケアについての講義がありました。

「気分はその時の考えに影響を受ける」を

キーワードに、初任者一人一人がストレスとの

向き合い方や軽減の方法について理解すること

ができました。

「人権教育」では、地域教育支援課の講師から、学校における人権教育や

人権教育を推進する上での留意点について講義がありました。初任者の感想

からも、「児童の人権感覚を高めていけるように尽力していきたい」など、

明日からの人権教育に生かそうという姿が見られました。
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博物館と美術館で行われた「博学連携」では、講

義の後、指導主事の説明を聞きながら見学し、川越

市の歴史にふれ、郷土川越に対する理解を深めるこ

とができました。

「生徒指導・教育相談初級研修③」では、学校カ

ウンセリング概論」と「ソー

シャルスキル概論」について

学びました。講義と演習を通

して、教師と児童生徒との日

常的な信頼関係づくりの重要

性について理解することがで

きました。


